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◎開会の宣告 

○議長（山本浩平君） ただいまより、全員協議会を開会いたします。 

（午前 １１時 ４５分） 

                                         

○議長（山本浩平君） 本日の全員協議会の案件は、ナチュラルサイエンス新工場建設につい

てであります。それでは、担当課からの説明を求めます。戸田町長。 

○町長（戸田安彦君） ７月会議終了後お時間いただきましてありがとうございます。ナチュ

ラルサイエンスの説明の件なんですが、平成25年の３月末に閉校した虎杖中学校の跡地の利用

ということで、平成26年５月に株式会社ナチュラルサイエンスが取得して以来、さまざまな協

議や打ち合わせをナチュラルサイエンス様とさせていただきました。この会社は今までの間、

地域貢献も大変していただいて、コンサートやセミナーや昨日は胆振管内の婦人大会で基調講

演を行うなど大半の協力的に動いていただいております。ちょっと時間はたったのですが、よ

うやく新工場建設の具体的な内容が決まりましたのできょうは説明をしたいというふうに思っ

ております。１つは議会の研修で東京のほうの工場に行った議員さんはわかるかと思うんです

が、その工場よりも大きな工場が虎杖浜に建つということでありますので期待をしているとこ

ろでございます。説明は担当課長がさせていただきますのでよろしくお願いします。 

○議長（山本浩平君） 森経済振興課長。 

○経済振興課長（森 玉樹君） それでは、私のほうからお手元の資料に沿ってご説明させて

いただきます。初めに、これまでの経緯でございます。平成23年８月に工場建設を目的に石山

工業団地の用地を取得された後、平成25年３月で閉校となります虎杖中学校跡地の活用を図る

ことがクッタラ湖の伏流水を使用する上で適地なことから、平成24年７月と平成25年１月の２

回地域及び議員の皆様にご説明させていただいているところでございます。その後、本地域は

市街化調整区域でありますことから、平成25年５月に都市計画、虎杖浜地区の地区計画の決定

を行いまして26年５月には土地、建物の売買契約を締結し今回の工事着工に至っております。 

 続きまして次のページをお開きください。企業概要につきまして改めてご説明させていただ

きます。今回工場を新設しますのは、株式会社ナチュラルサイエンスでありますが、ナチュラ

ルサイエンスは希松グループの企業であります。企業グループにつきましては、株式会社希松

を中心に株式会社ナチュラルサイエンスと株式会社ナチュラルアイランドで構成されており、

三者ともに代表者は小松社長となっております。続きまして２－１でございます。株式会社希

松は、平成４年に創業し、化粧品などを企画、開発、製造するメーカーでＯＥＭといった依頼

を受けた他社ブランドの製造も行っております。続きまして２－２でございます。株式会社ナ

チュラルサイエンスは平成８年に設立しまして、皮膚科専門医の協力のもと、赤ちゃんでも使

える低刺激かつ効果の高い化粧品を開発、販売しておりまして、親子で使えるＭａｍａ＆Ｋｉ

ｄｓや大人用のＲＥＤＮＡが主要なブランド商品となっております。 

続きまして、次のページ２－３をごらん願います。株式会社ナチュラルアイランドにつきま
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しては平成22年に設立し北海道で栽培、採取された素材にこだわり、効果的なスキンケア製品

づくりを行っている会社でございます。 

続きまして３の工事のスケジュールでございます。皆さま、配布させていただきましたこち

らのカラーの図面をちょっとごらんいただきたいと思います。この全体イメージにあります工

場を含む敷地全体を親水の森とナチュラルファクトリーガーデンと称しております。そのうち

赤枠で囲まれた部分が１期工事としまして工場の建設、続いて２期工事としまして工場の右側

を造園工事であるランドスケープ工事。そして３期工事としましては、旧校舎の補修工事を予

定しております。なお、旧校舎の補修工事につきましては、修繕が必要な部分の補修工事であ

りまして、卒業生の政策作品などはそのままの状態で保存されることになっております。説明

会資料のほうに戻りください。新工場の建設のスケジュールにつきましては、８月に地鎮祭、

９月に工事着手、そして来年秋ごろまでの完成を見込みまして工場の稼働を来年の冬ごろに予

定されております。今回建設される親水の森ナチュラルファクトリーガーデンにつきましては、

ナチュラルサイエンスとナチュラルアイランドにより実施運営されることになってございま

す。こちらにつきましては、ナチュラルサイエンスで培った開発ノウハウとナチュラルアイラ

ンドで行われている北海道の良質な素材を生かすということを組み合わせた工場にするという

ことでございます。 

続きまして次のページごらん願います。４、ナチュラルサイエンス・アンド・ナチュラルア

イランド新工場の概要①でございます。工場の名称につきましては、ナチュラルファクトリー

北海道で自然と科学を融合した建物、肌と人と環境に優しい建物と位置づけられております。

また、自然のサイエンス、お肌のサイエンス、安全・信頼のサイエンスの３つのテーマの設定

し、伝える体感するをお客様に提供し、安心と信頼の企業像を求められております。また、工

場のコンセプトとしましては、省エネルギーシステムの採用、自然エネルギーの利用、持続可

能性向上、保全性と耐久性の向上、資源循環と地産地消、建設副産物の削減の５項目を掲げら

れております。工場の構造につきましては、鉄骨造の２階建て。規模につきましては、建築面

積が3,727平方メートル、延床面積が5,752平方メートルとなってございます。 

続きまして、次のページ新工場の概要④でございます。工場の機能についてでございますが、

商品製造に係る充填室、包装室のほか、資材、製品倉庫に機械室、研究室、社員食堂、事務室、

ショップ、体験スペース、工場見学室などの用途となってございます。次のページをお開きく

ださい。親水公園湧水の取水につきましては、製品の原材料として１日当たり４トンを使用す

るほか、今回造園工事でランドスケープ整備されますけれども、そちらの池ですとか散水など

に使用することから１日当たり60トンの使用を上限としてございます。なお、昨年湧水量の調

査を３回実施され、１日当たり約170トン出ていることを確認したことから上下水道課と協議し

一般利用者への支障はないものと判断してございます。また、取水口につきましては今までと

変わらない取水環境を確保し、製品製造のための取水方法につきましては、既設の取水管から

分水をし受水槽にためたものをポンプアップして工場まで送水する計画になってございます。

続きまして、工場排水についてでございます。従業員のトイレなど生活排水につきましては旧
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虎杖中学校と同様に合併浄化槽を設置しまして処理されたものを敷地内にある既存の升に接続

し、最終的にはアヨロ川水系の河川に放流されます。また、製品製造に関し発生します工場排

水につきましては、排水槽を設置しまして専門業者により回収し産業廃棄物として処理するこ

ととされており、公共用水域に出ることはありません。 

続きまして、次のページごらん願います。雇用についてでございます。平成29年冬頃の工場

操業開始時につきましては、生産ラインを稼働しまして安定的に製品を製造させるためのテス

トを含めまして熟練の技術を要することから東京工場から社員を配置転換し対応しなければな

らないことから、新規雇用につきましては生産状況が安定する時期に合わせて募集を予定され

ております。以上で説明を終わります。 

○議長（山本浩平君） ただいま担当課から説明がございました、この件について何か聞いて

おく必要のある方はどうぞ。６番、氏家裕治委員。 

○６番（氏家裕治君） ６番、氏家です。大体内容的にはわかりました。またこうした現実身

を帯びますと白老町にこうした企業が進出してくれたことに対して本当に心から感謝したいな

と思います。いずれにしましても概要が見えてきた状態で、この工事に係る例えば予算額みた

いなものがもしわかればまず１点。それから雇用は例えば生産ラインが安定した後に新規の雇

用、地域からということで今お聞きしましたが、大体予定では30名から50名という最初の予定

はそのぐらいでしたよね。今回、こういった工場の規模を見ますと、またちょっと変わらない

ぐらいのものなのか、それ以上のものになるのか、今予定されている雇用規模についてちょっ

とお伺いしたいなと思います。 

○議長（山本浩平君） 森経済振興課長。 

○経済振興課長（森 玉樹君） まず整備に係る事業費の関係ですけれども、約20数億円と聞

いております。それと、雇用人数の関係なんですけれども、以前議員の皆様にも説明の中で50

人程度とご説明はさせていただいていたかと思うんですけども、今はっきりとちょっと20人で

すとか50人ですとかそういった部分、やはり操業開始してライン動かしてみないと何とも言え

ない部分がありまして、今現時点ではちょっと何名といったことは確認できていない状況であ

ります。 

○議長（山本浩平君） ６番、氏家裕治委員。 

○６番（氏家裕治君） はい、わかりました。私たちも東京にこの工場を見学させていただい

たんですが、一応機械のオートメーション化はされているのですけども、最終的なチェックに

ついてはほとんどが人の手にかかっているのが現状でした。ああいった東京の生産ラインをあ

る程度そのままこちらのほうに持ってくるという考え方で私たち理解していていいのか、それ

とも機械それじゃなくてオートメーション化、ほとんどが機械のオートメーション化になるん

だという新しいそういった生産方法になるのか、その辺についてもし若干わかることであれば

お聞きしたいなと思います。 

○議長（山本浩平君） 森経済振興課長。 

○経済振興課長（森 玉樹君） 基本的には東京工場よりちょっと規模を大きくなりますけれ
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ども、つくられる製品につきましては今後新商品等もあると思いますけれどもライン的には基

本的な流れは変わらないと思いますので全てオートメーション化されるですとか、そういった

ことはないと考えています。 

○議長（山本浩平君） ほか。４番、広地紀彰委員。 

○４番（広地紀彰君） 確認として伺いたいと思います。まだ水の問題です。その水の問題で

日量60トンを条件としたというふうになっています。これについて取水量の管理の部分、水量

計をつけるというふうに伺いましたけども、こういった部分きちんとこの上限が守られるのか

どうかついての担保。関連して新たな井戸の掘削はしないと契約紙上うたわれているはずです。

このあたりが今後きちっと守られていくかどうかという、そういったあたり地域住民の不安に

対してもお答えとなると思いますしますのでまず質問したいと思います。 

○議長（山本浩平君） 森経済振興課長。 

○経済振興課長（森 玉樹君） まず、湧水の取水量の管理ににつきましては、親水公園内に

ポンプを設置するんですけども、その出口側のほうに送られている量を管理するためにメータ

ーつけていただくことを約束していただいております。その中でそのメーター日量管理できま

すので、毎日の取水量データ取りまして最終的には毎月、月に一度集計していただいて町のそ

のほうに報告していただくというようにしてでございます。その60トンにつきましても、毎日

必ず60トン使うということではございませんで、やはりその例えば今夏場はですけれども、そ

のランドスケープ内の散水ですとか、そういったときに最大60トン必要になるということであ

ります。また、新たな井戸の掘削ですけれども、そちらにつきましては26年の５月に売買契約

結びました契約書の中でも新たな井戸の掘削は行われないと、期限につきまして10年という期

限では設けさせてもらっているんですけども、そういった形で新たな井戸の掘削はないもので

あります。 

○議長（山本浩平君） ４番、広地紀彰委員。 

○４番（広地紀彰君） 契約書と実際に数量的な部分で管理をまかされているという部分で理

解できました。ただ、そういったことに対して住民理解の点だったのですけども、進出企業に

とっても地域住民にとっても望まれる形で進めていただきたい事業ですので確認しますけど

も、これまで住民理解に対しても相当な努力を重ねてきたと思います。そのあたり具体的にど

のようなことやられてきたのか、特にちょっと懸念されるのは60トンを上限としたという部分、

製品製造に対しては４トンということで、そういった説明も実際にありました。ただランドス

ケープ部分にかかわって若干の水量が必要になった部分は理解できるんですけども、これは地

域住民にとってきちんと理解しているかどうか。水量の範囲だから、170トンの範囲だから大丈

夫だと押さえるのか、それとも話が違うのではないかというそういった部分での懸念が生じて

いるのかどうか、そのあたり住民理解について。 

○議長（山本浩平君） 森経済振興課長。 

○経済振興課長（森 玉樹君） 住民理解の部分につきましては、実は本日夕方６時から虎杖

浜地区の住民を対象としました説明会実施する予定でございます。過去２回の地域説明会では、
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その製品部分の4トンというお話ししかしておりませんので、今回初めて60トン最大上限として

ますといったことのご説明になります。ただその前回、前々回の地域説明会の議事録を読みま

すと何ぼでもいいということには当然ならないんですけれども、今、親水公園の湧水につきま

しては一般の利用者さんいますので、そこの支障にならなければいいのではないかといったよ

うな意見読みましたので、今回は一般利用者の支障にならない範囲ということで町としては考

えておりますので理解は得られるものと思っております。 

○議長（山本浩平君） ほか。５番、吉田和子委員。 

○５番（吉田和子君） きのうは婦人団体のところで説明をいただいて本当に自然を大切にし

て自然のものを生かして人に優しいものをつくるというお話を伺って本当に素晴らしいものが

できてくるのだろうなと思いながらお話を伺ってました。工場等の排水のところで、生活用排

水は合併浄化槽を使うということなのですが、工場排水というのは専門業者による回収作業を

行うということは摂取量がかなり多いですから化粧品とかに使って出る部分というのはわから

ないですけども、これは廃棄物処理法上か何かに運ぶものなのか、それとも専門に受けつける

業者があってそこへ運ぶものなのか、その辺がこの後どうなるのかなと見ていたのですけども、

その点が１点。もう１点は別に自然を大事にして地域の自然を生かしていくということで大変

自然に気を使っている会社ですので公害的なもの、排水のことでちょっと気になって、公害協

定を結ぶところもありますけれども、公害協定は結ぶ必要がない工場なのかどうなのかその点

伺いたいと思います。 

○議長（山本浩平君） 森経済振興課長。 

○経済振興課長（森 玉樹君） 製品製造にかかる排水の部分につきましては、まず原料とし

まして水ですとかあと化学薬品とか調合しまして製品ができます。それを製造する窯があるの

ですけど、そこをいわゆる洗う移洗浄する、それが工場排水となっているだけでございますの

で、日量的に言いますと１トンも出ないというふうに聞いております。ですから量的にはそん

なに多くないかなと、月にすると大体20トンぐらいなるであろうというふうに聞いてます。そ

れを一部で処理して、一部というかそれは１回場外施設といいましてそういったものを通して

最終的にその排水槽というところに溜まります。それはいわゆるバキュームカーだと思ってい

ただいていいのですけれども、そういったもので組んで産業廃棄物処理施設へ運ぶといったよ

うな流れでございます。もう１つ公害防止協定の関係なんですけども、今回実は法律的にはそ

ういったものの必要性はないんですけども、やはり漁組さん含めて地域の皆さん工場排水が公

共水域に出るということを好んではおりませんので、先ほどの製品に関係する排水につきまし

ては公共用水域には出さずに廃棄物処理施設で。それともう１つ、合併浄化槽で受けた排水に

つきましては、それは公共用水域に出しますので、それも法的には全く問題ないんですけれど

も一応町と漁組さんとナチュラルサイエンスの三者で公害防止協定を結ばせていただく予定と

しております。 

○議長（山本浩平君） ほかにございませんか。 

それでは質疑なしと認めます。 
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   ◎閉会の宣告 

○議長（山本浩平君） 以上をもちまして、ナチュラルサイエンス新工場建設についての全員

協議会を終了いたします。お疲れさまでした。 

（午後 ０時 ７分） 


